
  

音楽会では、低音部と高音部が重なったところがうまくいったと思います。低音部につられないででき

たし、人数は少ないけど大きな声が出ていたので良かったです。「クラッピングファンタジー」は鍵盤ハモ

ニカをやって、最初は上手くいっていたけど最後に間違ったので少し恥ずかしかったです。でも上手に歌

や鍵盤ハモニカができたのでよかったです。滝沢第二小学校がやっていた「アフリカンシンフォニー」は

迫力があってすごいと思いました。たくさんの楽器を使っている人がいたので、すごいと思いました。ま

た、来年も頑張りたいです。 

 

 

 
１１月２日（火）滝沢総合公園体育館で標記音楽会が行われました。本校は全校児童２０名が参加し、合唱

「赤いやねの家」合奏「グラッピングファンタジー」を発表してきました。講評の洞口保雄先生からは、他の

小学校に比べ少人数であり、小学校１年生から６年生までの合唱で声質をそろえるのが難しい中、一人一人が

一所懸命表現しようとしていたこと、リズムに乗り、楽しそうに合奏していたことを評価していただきました。 

心を一つにすることが合唱の目的の一つと言われます。音楽会は終わりましたが、月の歌の継続取組、卒業

式に向けた合唱練習等、一人一人のきれいな歌声と合唱に今後も取組んでいきます。（以下は児童感想です。） 

      

 

１０月２２日（金）、岩手山が噴火し、火山活動による火山灰、小さ

な噴石、溶岩流、融雪型火山泥流発生が予想され、児童生徒が避難し

なければならないことを想定した訓練を行いました。噴火の際は、①

技術・図工室に避難②市防災防犯課との連絡（避難バス要請）③バス

で滝沢第二小学校へ避難④滝沢第二小学校で保護者へ子供たちの引き

渡しを原則に避難します。最近では阿蘇山が噴火しましたし、数年前

発生した御岳山噴火では大きな災害ともなっています。実際の災害の

状況により原則通りの避難とはならない場合もあります。市防災防犯課と連携しながらより安全に避難でき

るよう改善し、今後も避難訓練を実施していきます。 
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「名山出名士」過日行われた
家庭教育学級で示されたもので
す。柳沢にふさわしい言葉にし
たいものです。 
 

子供たちがかぶる避難用ヘルメット 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２８日（木）標記暗唱大会がふるさと交流館で行われました。本校からは１年畑山麻依さん、２年櫻

井宇実さん、３年佐々木大翔さんの３名が参加しました。３人とも英文をしっかり覚え、大勢の前で、大きな

声で、声のトーンを変え、聞きやすい速さで、テンポよく、間を取りながら、見事な発表でした。講評の外国

人英語指導助手のマティシ先生からは「今年はレベルが高い大会だった」という内容のお話をいただきました。

このようなレベルの高い大会の中で、３年佐々木大翔さんが優秀賞を受賞しました。３人とも日常的な学習の

成果を披露することができました。

 
  

 

 

 

 

  

コロナ禍ではありますが、異文化交流、キャリア教育、地域学習の取組を進めました。外部講師からの専

門的なお話や演奏に触れ、実感のある学びができたのではないかと思っています。状況が許す限り、今後も

地域、社会に開かれた学びを回復していきたいと考えています。ご協力をお願いします。 


